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エビデンス・レベル EBM ではエビデンスを作り出す研究の手法（デザイン）に優劣
があるとされている。エビデンスのピラ ミッドといわれる、研究デザインに基づいた、 
エビデンスの階層化（エビデンス・レベルの指定）が唱えられている 
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健康状態は、生活環境に関連があると多くの研究から言われています。その環境
には、温度も含ます。 
疫学研究においては、高齢者の死亡率と気温に関連があるとの結果も出ています。 

また室内の温度に関する研究においては、室温が若者の身体機能に影響を及ぼ
すとの研究結果も出ています。この研究はドイツにおいて、室温が高齢女性及ぼ
す影響を調査したものです。 

高齢女性は、研究内容を理解でき、循環器病や、テストを実施できる身体的機能
があり、予後不良な病気を持たない者。88名でした。 
15度、25度の部屋に45分滞在し身体機能のテストを実施（１週間おきに実施）しま
した。 
服装は全員同じでした。 
 

9 



10 



11 



12 



次は2015年にスペインで行われた研究です。 
この研究では、家の設備と身体機能の関連を調査したものとなります。 
この研究は、2008年～2015年にかけて継続的に行われている大規模研究の一部
です。 
対象は、スペインの全50州を人口規模別に分け、その後各人口規模別の州の中

の市町村をランダムに選択、また選ばれた市町村の全戸からランダムに対象を選
定し調査依頼より参加人11911人に行われた研究です。また選定対象年齢は18歳
以上です。 
本研究では、その対象のなかでも60歳以上の1602人の高齢者に絞り調査結果に
なります。 
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住宅の温度と血圧の関係を調査した研究です。 

住宅温度は死亡率と関係があり、特に冬季に循環の不調により死亡率が上昇す
るとのデータが出ています。このことからこの研究は冬季に行われています。 

これは、日本で高断熱住宅（断熱材を用いた住居）への住み替えを行った居住者
に対して行った大規模研究です。 
対象者は本州と九州に住む人です。 
調査は、住み替えの前後２週間を対象にしています。 
居間で血圧測定を起床後と就寝前の１日２回行いました。 
室温は居間・寝室・トイレ・脱衣所の床1.1Mの位置で10分間隔で測定しました。 
また住み替え前後でアンケート調査を行いました。 
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